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光市医師会報

1 1月の医師会活動

1 . 8 （火） 定例理事会
II. 17（木）光巾・3師会懇親会
血. 18 （金）周南3市医師会役員会
I¥'. 22（火）月例会及び学術講演会

1 1月 2日（水）

l l月 4日（金）

l l月 6日（日）

1 1凡 8日（火）

l l月10日（木）

l 1月 12日（ f :) 

1 l月 13日（口）

l 1月 17日（木）

（医師会事務所）
（シエロ ・ディ ・マーレ）
（下松はらだ）
（光商工会館2F) 

1 1月の医師会長

産業医出務 （社会福祉協議会）

麻薬事務 （医師会事務局）

スポーツ少年同講演 （光市体育館）

産業医出務 （仕会福祉協議会）

理事会 （医師会事務局）

就学児健診 （二井小）

円本核医学会 （東京）

徳山医師会 70周年記念式典 （グラマシー）

健康講演 （お田小）

光市3師会懇親会 （シエロ ・ディ ・マーレ）

周南市3市医師会役員会 （下松はらだ）

月例会及品泌会 （商工会館）

2005. 12 

1 1月18日（金）

l 1 Ji 2 2日（火）

l 1 JI 2 -l臼（木） 大和地域就学児健診 （大和スポーツセンター）

光市包括支俊センター推進協議会 （あいはーく）

定例理事会
日時：、Ii.成I7{fモ11月8日（火）午後7時30分～

議題 ：

J .報特事項
l.第12同地域医療支援病院審議会（10/11)

2.第3向周南地域医療連掠運営委員会(10/14)

3.郡市産業保健担当舟ュ事協議会（1020) 

4.代議員会報告（10/27)

5.郡市医療廃棄物担当理Eド協議会（9/15)

TI.協議・7/1(認事項
l.介護認定審査会のそデ、ル事業について

2.忘年会・新年会について

忘年会12月9日金久旅館

新作会・臨時総会1月24日
3.傘寿・長寿のお祝いについて

傘；.子中村国雄先生

1l.寿雌村朴先生、守友雄彦先生、雨情建次先生
4.永午勤続者表彰に係る会計報告
5.職員慰安旅行会計報告

場所・光市医師会事務局

（河村会長）

（河村会長）

（平岡理事）

（河村会長）
（兼清理1}1:)

（丸岩理事）

（丸岩坪.~）

（丸岩理’JI'.)

（丸岩理事）

（丸岩理事）

ミ手ミラ、』



光市｜更師会報

資料（わ 1.第12田地域医療支握病院審議会

日時：平成17年IO月14日（金）午後7時～

1）病院機能評価について

改善要望事項 診療責任体制の確マ

情報伝達（指示）は常勤医を通してする

処方筆等の発行手順

療養病棟預り金管理→中止

2）特殊疾患療養病棟の取得（8/1～）

重度肢体不自由、意識障害、神経難病

1664→ 1980点／日 16平方メートノレ／1人専任医師

3）キセノンCT検査の導入

4）屋外遊歩道の整備

2005. 12 

場所：徳山医師会病院会議室

資料② 2.第3回周南地域医療連携運営季員会

日時：平成17年10月14日（金）午後7時～

1・平均在院日数 目標27日だが、平均で29・6日

2・地域連携室の活動状況について

場所：徳山医師会病院会議室
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資料③ 3.郡市産業保健担当理事協議会

日時：平成17年10月20日（火） 場所．山口県医師会館前会議室

主な議題はアスベスト対策特に、アスベストの労災補償問題である。

l，明らかな石綿肺所見が認められ、かっ、石綿にさらされる作業に従事した（期間の長短は間わず）と認められる場合。

2，胸膜ブラーク（胸膜肥厚斑または石綿小体等の存在が認められ、かっ、石綿にさらされる作業に

－中皮腫の場合はおおむねl年以上

－原発性肺がんの場合はおおむね10年以上従事したと認められる場合

追加；石綿との関連が明らかな疾患として、石綿肺、肺がんの他に、胸膜、腹膜、心膜または精巣鞘膜の中皮臆、

良性石綿胸水、びまん性胸膜肥厚が新たに追加された。

この1または2に該当する場合は労災補償が受けられる。労災補償とは、疾病の治療に必要な補償、賃金を受けられ

ない場合の補償、死亡した場合は、遺族に対する補償などである。

さて、中皮腫、肺がんの原因が石綿と疑われて、確定診断を付ける為には胸膜プラークを採取して組織学的に石綿

小体、石綿繊維を証明する必要があると以前は言われていたが、このたびの改正により胸膜プラークの存在が確認され

れば、認定されると変更された。

平成16年、山n県内で、石綿による中皮腫は3例が労災認定され、肺がんは0で・あった。 ー方全国的

には、中皮腫186例、肺がん59例が認定された。

孜々が臼常診療でこれはという患者さんに遭遇した場合、何処で労災認定を受けるか？に関してまだ検討段階である。

交通費のこともあり、比較的近隣の専門病院を早急に認定する必要がある。

これに先立って、山陽病院副院長の杉和郎先生に「石綿による健康障害とその防止Jlこついて講義があったが、とても

わかりやすく、是非光市医師会にお呼びして講演していただきたい。

資料ほ）4.山口県医師会定例代議員会

日時：平成17年10月27日（木）15時～17時 場所：山口県医師会6階

報告

I.日本医師会臨時代議員会報告

（植松会長あいさつ）日医ニュース参照

2.平成17年度山口県医師会上半期事業報告

承認

1.平成16年度山口県医師会決算について

（収入）565,563,293 

（支出）466,481,676

質問

し個別指導のあり方について（宇部）
2.会費徴収規程及び医楽所得について（字部）

3 
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資料(5) 5.郡市医療廃棄物坦当理事協議会

日時：平成17年9月15日（本）午後3時

l.開会

2.あし、さつ

3.協議

(I ）雌乗物処理法の改正について

(2）質問・要望等について

(3）その他

・産業廃棄物研修会について（産業医研修会）

2005. 12 

場所：山口県医師会6階

l感染性廃棄物の該否の判断！士、廃棄物の F形状J、「排出場所J又はf感染症の種類1から客観的に判断することを基本

とする。

2血液製剤については、それ肉体には感染性がないことから感染性廃棄物ではないが、外見上血液と見分けがつかない

愉lfll閉山液製剤（全血製剤、 JfrL液成分製斉il)等は血液咋に該当するものとする。

3感染症がJ床とは感染症法により入院措置が講ぜられる一類、竺知感染症、指定感染症及び新感染症の患者に係る病床

をいう。

4 l＼＆染抜病床等のうち、検査室とは採血を行う室、透析室及び微牛．物や病理学等に関する臨床検査室（検体検査を行う家）

等をし、う。

5感染症法の四類及び五頼感染症の治療又は検査等から排出される感法性廃棄物としては以ドのものが挙♂られる。 （ 
(1）医療器材…注射針、メス、ガラス鈍器材（試験管、シャーレ、アンプル、パイアル等）

(2）ディスホザブ〉レ製品…ピンセット、注射器、カテーテル額、透析等閉路、輸液点摘セット、手袋、血液ノくッグ、リネン類等

(3）待r'F.材料…ガーゼ、脱脂綿咋

(4）その他…紙おむつ（感染躍の杭瓶等により感染性廃棄物とする。具体的には参考l・l参照のこと。）、標本（検体根本）匂

感染性磨棄物の判断フロー

【sτEP司】 ｛形状〉

廃棄物が以下のいずれかに該当する．

①血液、血清、血l按及び体被｛精液を含む。）（以下f血液等jという。）

②病理廃棄物（臨器、組織、皮膚等彼。）

③病原微生物に関連した試験、検査等に用いられたもの地主｝

＠血液等が付着している鋭利なもの（破損したガラスくず等を含む．） ｛制｝

NO 

【ST伊 2】（誹出場所）

感染症病床借り、結接病床、手術室、緊急外来室、集中治療案及び検査室に

おいて治療、検査等に使用された後、排出されたもの

NO 

【STEP3]（護最症の担額）

①感染症法の一類、ニ類、三類感染症、指定感染症及び新感染症並びに結接

の治療、検査等に使用された後、排出されたもの

＠感染症法の回類及び主類感染症の治療、検査守に使用された後、排出され

た医療器材等（ただし、紙おむつについては特定の感染症に係るもの等に限
るo) （注吟

N01箆＆）

非 感 染性廃 棄物

染

性

廃

棄

物
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6医療器材としての注射針、メス、ガラス製品（破損したもの）等については、メカニカノレハザードについて卜分に配慮する

必要があるため、感染性廃粟物と同等の取扱し、とする。

また、鋭利なものについては、未使用のもの、血液が付着していないもの又は消毒剤により感染性を失わせたもので

あっても、感染性廃棄物と同等の痕扱し、とする。

7透析等回路（ダイアライザ一、チューブ等）については、これらに含まれてしも血液等が分離されず一体的に処分され

ていることから、感染性屍棄物に該当する。

また、輸液点滴セット（パックを除く。）については、血液等が付着してしも針が分離されず一体的に処分されている

ことから、感染性廃棄物に該当する。（参考l.2参照）
8感染性廃棄物は、人に関する診療行為や医療関係の研究活動だけでなく、人畜共通感染症にり息又は感染した動物

に関する診療行為や研究情動から発生することもある。

動物の血液等については、人の血液等と比較して、人に感染症を生じさせる危険性が低いことから、血液等を介して人

に感染する人畜共通感染症にり患又は感染している場合を除き、感染性廃棄物として取り扱う必要ほない。

なお、人畜共通感染症は、り患又は感染している動物の血液等からのみ感染するわけではなし、ことに注意が必要である。

9感染性廃棄物の判断フローについては、次に示すとおりである。

（ 

（注） 次の廃棄物も感染性廃棄物主同等の取扱いとする．

・外見上血液と見・分けがつかない輪血用血液製剤等

・血液等が付着停工い今い鋭利なもの（破損したガラsスくず等を含む．）

（注’1) ホルマリン演臓器等を含む

｛注2> 病原微生物に関連レた試験、検査等iζ使用した培地、実験動物の死体、試験管Lジャー

レ等

（注3.} 医疲据材としての注射針、メえ、破損しえアンプ沙，パイ手ヤル等

（註 4~. 感染．准法により入院措置が議ぜられるf類、，三類感染症、指定感染症友び新感染症の病
、床・

｛注5) 医療器材（注射針、メス、ガラスくず等）、ディスポーザプJレの医疲器材〈ピンセット、

注射器、カテーテル領、透析等回路、輸液点滴セヅト、手袋、血液バッ夕、リネン類等｝、

衛生材料｛ガ｝ゼ、脱脂綿等）、紙おむつ、標本〈検体標本）等

なお、インフノレエンザ、麻語、レジオネラ産等の患者の紙おむつ｛参考1. 1参照）は、

血液等が付着していなければ感染性麗棄物ではない．

（注6) 感染性・非感染性のいずれかであるかは、通常はこのフローで判断が可能であるが、こ

のフローで判断できないものについては、医師等（医師、指科医師及び獣医師）により、

感染のおそれ，があると判断される場合は感染性廃棄物とする。

資料⑥ 4.永年勤続者表童三に係る会計報告

（収入）①医師会予算

②医療機関負担金（14医院38名）

（支出）①記念品 （大和屋）

②賞状書き込み代（中村印刷）

残高

記念品の内訳（51名）

300,000円

65,000円

189,200円

24,675円

計 365,000円

計 213,875円

151,125円

品名 単 価 教量 金 額

勤続 3年 ファミリーエイドキット 3,000 23 69,000 

勤続 5年 屯子敷毛布 4,200 10 42,000 

勤続 10年 オムロン体重体組成計 8,400 2 16,800 

勤続 15年 空気清浄機 11,000 11,000 

勤続 30年 フットマッサージャー 25,200 2 50,400 

言十 189,200 

※医療機関負担（14医院38名）医師会一般会計に繰入れ金額65,000円

資料（！） 5.平成17年産党市医師会員・職員照安旅行会計報告

金
一

負
一

算

一

予
関
一

会
機
一

師
療
一

医

医
一

①

②
一①

入

出

収

支

残高

l, 000, 000円

604, 500円

1, 497, 565円

106, 935円

計 1,604, 500円

5 
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支出内訳

項 目

パス代

入場券

昼食代

2005. 12 
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旅行傷許保険 54,500 

有料道路代 37,800 

取扱手数料 91,560 

1,497,565 

備考

大型パスガイド付3fl

入場券

大人

小学生

幼児

@500×109 

@126,000×3 

@2,500×1 13 

@6,353×95 

@4,013×10 

@2,310×4 

II. 光三師会懇親会

@810×1 09 

日時：、｜勺戊l71if-l l月17日（本）19:00～ 場所：シエロ・ディマーレ

光薬剤師会の企何で光三師会憩親会が11月の第3木附口にシエロ・デ、イ・マーレで催された。

中凶の楽器・て胡の演奏者、王丹さんをお招きし、中胃一二ti"JI準曲の生演奏を聞きながら、フランスワイン・ボジョレーヌーボーを

味わう。料理もおいしかったと参加者の口。

．王丹プロフイ｝ル

．中華人民共和l司遼寧省出身

－中華人民共和倒遼寧省師範学院苦楽科を卒業

・2001牛中間遼寧省市コンクール指導教師最優秀賞受賞

・2003年来日 f下．丹二胡アカデミーjを山nで聞き、広島の音楽数家でも扱師

としてー削の指導にあたってしも他、コンサート、ラジオ、 01等のi15奏
活動中

・臼本二胡振興会期．事

6 
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周南三市医師会役員会

日時：平成17年11月18日（金）午後7時～

議題 1.平成18年度要望額について
（学校医報臥予防接種料、健診等出務手当）

2各医師会からの提出議案について

①ポリオ個別接種について（下松）
②周南市休日夜急病診療所受診状況について（徳山）
③周南市基本健診の自己負担額について（徳山）

3・懇親会

m
 

学術講演会 ・月例会IV. 

2005. 12 

場所：和食処はらだ

「早期肺癌の発見とその治療J
医療法人社団同仁会周南記念病院

呼吸器外科部長中元賢武先生

場所：光商工会館2階大会議室日時．平成17年11月22日（火）19:00～

tri.純X-p検診では見落としが多い。CTの方が有効である、

との講演で、あった。

7 



光市医師会報 2005. 12 

〈

8 



光市医師会報

く

9 



光市医師会報 2005. 12 

10 



光市医師会報 2005. 12 

連絡事項

受付
発送需号 通 達 文 芸 名

月 日

1 1 2 山［%.発492 中皮綴患者に関する必至宝研究への協力について

山口県医師会 制限回数を超える診療行為の特定療養費化について

医療費についての要望書の提出について

点、j街用キシロカイン10%の供給停止について

検n料の点数の取扱について

山灰発489 山口県医師会産業医研修会の関｛廷について

山医発486 平成17年度山口県医師会乍校医研修会及び予防接径医研修会の開催について

山ffi:発 48 () アスベストに係る疾患等の相談 ・診療に対応できる医療機関の捻穏について

山医発47 7 石綿による疾病に係る労災補償制度に｜刻する周知について

F実務994 「医師法第16 条の2~1 項に規定する臨床研修iこ｜鈍する省令の施行についてJ の－mi改正について

4 日本医師会 「国民皆保険制度を守る箸名運動j について

山口県照的会 診療報酬明細書等の記載要領等の一部改正について

山医発495 第 11同nぶ医師会d、定健康スポーツ医制度再品斤修会の開催について

山医発493 111口県医師会産業医研修会 山口以医師会産業医者f＞会総会の開催について
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8 ~Jq先述絡 ））·~，動~災谷補償保険法第 3 1条第1I:R；こ規定寸る焚丹1徴収制JJ!'.の見直しについて（依頼）

1 0 山医発503 「l斗民皆保険制度を守る国民運動」について

1l:i 1県医師会 使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について

1弘生労働省が行う保険区療材料等使m状況調任；こけする協））について

山口県医師会 出I!t r i』．綿の労災必定のしくみj 発行について

1 5 山医発509 抗インフルエンザ薬等の供給調査について

＊務連絡 山口県救急i長男主情報システムの運用状況について

事務i.!I:：絡 平成17 {f-fl王『がん悠子高緩和と医療用i採集の通1Ef!l.!flt従~のための捻習会1 の開催について

21 111医発522 ~iJ 口以医師会及び日本医師会の会民法制査について

111［家発519 介議保険施設等におけるアスベストばく露防止のための改修了・ド勺に伴う入所者の受入について

111民泥520 「平成 17午度要介護認定モデル<f,:；長（第 1次）に係る Q＆んの送付について

28 山n県医師会 平成 l8年広大規模治験ネットワーク越悠笠備研究ょ作業 I.lt!l城＇jrfft験ネットワークの整備に~.け鳴る研究J の

j宥胤~~~について

ill侠発52 9 「介惚給付貨諦求書等の記載要領についてJ （平成13 fl~ t l JI 1 6 n IU＇！：発第31号）の一部改正につい

て

山以楚53, 医師会食の取り扱いに対するの日本灰師会の見解について

山際~5 :l 4 L市市医師会長会議の開催について

1lin 県医師会 コウジ酸を含有する医薬郎外品等に関する安全対策について

光市医師会報
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11/ 3（木）
6（日）
13（日）
20（日）
23（水）
27（日）

27 
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今年もいろんなニュースがありました。景気は回復してきでいると言われますが、なんだか、世間は余裕なく、

そわそわ、ぎすぎす吐しそうです。年の瀬だからだけでしょうか、借金人・問、社会保障費増大対策・・・将来の

夢はパラ色に染まっていません。そんな中、 12月に大雪が降りました i皐った重い古で、不幸な事故も起こって

しまいましたが、点っ白な雪は、暗いどんよりとした腐敗し始めている挨を押し出してくれたのではなかろうか？

そう思いたい、そんな心境です。

発刊が遅くなりました。申し訳ございません。来年は、よきよろしき年でありますように・・
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